
　
長
野
県
信
濃
町
に
建
つ
、
小
さ
な
ロ

グ
ハ
ウ
ス
は「
む
す
び
野
薬
局
」と
い

う
調
剤
薬
局
が
入
る
店
舗
と
し
て
使
わ

れ
て
い
る
。
一
見
、
北
欧
の
ロ
グ
ハ
ウ

ス
に
見
え
る
が
、
実
は
ス
ギ
を
国
内
で

ロ
グ
材
に
加
工
し
た
、
純
国
産
の
マ
シ

ン
カ
ッ
ト
ロ
グ
ハ
ウ
ス
で
あ
る
。

　
設
計
と
施
工
を
手
掛
け
た
の
は
地
元

ロ
グ
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
ロ
グ
ラ
フ
。
ロ

グ
加
工
を
行
っ
た
の
は
、
木
材
の
プ
レ

カ
ッ
ト
や
パ
ネ
ル
製
造
を
手
が
け
る
千

葉
県
の
シ
ー
・
エ
ス
・
ラ
ン
バ
ー
だ
。

　
寒
風
を
逃
れ
て
室
内
に
入
る
と
、
柔

ら
か
な
暖
か
さ
が
体
を
包
む
。
目
の
前

に
大
き
な
窓
が
あ
り
、
窓
越
し
に
黒
姫

山
の
雄
大
な
姿
が
望
め
る
の
だ
そ
う
。

ゆ
っ
た
り
座
れ
る
カ
ウ
ン
タ
ー
と
チ
ェ

ア
も
あ
り
、
贅
沢
な
ス
ペ
ー
ス
だ
。

 

「
薬
を
渡
す
だ
け
の
場
所
な
ら
プ
レ
ハ

ブ
で
よ
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

こ
こ
は
人
が
集
ま
っ
て
く
つ
ろ
げ
る
、

ぬ
く
も
り
が
あ
る
空
間
に
し
た
か
っ
た

の
で
す
。
だ
か
ら
ロ
グ
ハ
ウ
ス
に
し
ま

し
た
」と
話
す
の
は
、
こ
の
薬
局
の
オ

ー
ナ
ー
の
村
山
さ
ん
。
実
は
村
山
さ
ん

の
ご
自
宅
も
ロ
グ
ハ
ウ
ス
で
、
そ
の
よ

さ
を
実
感
し
て
い
た
の
だ
そ
う
。

　
国
産
ス
ギ
を
使
う
こ
と
に
つ
い
て
は

ロ
グ
ラ
フ
か
ら
提
案
さ
れ
た
そ
う
だ
が
、

「
お
年
寄
り
の
方
に
と
っ
て
は
ス
ギ
は

馴
染
み
が
あ
る
木
の
よ
う
で
、
み
な
さ

ん
い
い
香
り
が
す
る
と
喜
ん
で
く
だ
さ

い
ま
す
。
壁
を
さ
す
っ
て
感
触
を
確
か

め
る
方
も
多
い
で
す
ね
」と
村
山
さ
ん
。

き
っ
と
、
木
に
触
れ
て
心
ま
で
癒
さ
れ

る
人
も
多
い
に
違
い
な
い
。

むすび野薬局を営む村山さんご夫婦。自宅もマシンカットログハウスだ

国産の材、国内加工のログ
これまで国内にはログ材の加工を行える工場が数社しかなく、
マシンカットログ材は、海外で加工したものを輸入するのが
普通だった。しかし、このログハウスは千葉の大手プレカッ
ト工場であるシー・エス・ランバーが、国産スギを加工した
純国産。設計・施工を手掛けたログラフの松田さんは、「技
術力と加工精度の高さは、建てるときにわかりました」とい
う。乾燥技術も優れ、ログ材表面に割れが出ないという

C l o s e  Up　1

訪
れ
る
人
の
心
も
癒
す

木
の
調
剤
薬
局

延べ床面積は80㎡ほど。薬の調合を待つ間に、大きな窓から黒姫山の姿が楽しめる。壁際にはカウンターテーブルも設けた

取材・文／原 太一　写真／細田健太郎　平面図／長岡伸行

国産スギを使い、国内で加工した
日本のマシンカットログ
長野県信濃町 むすびの薬局

Close  Up
設計・施工＝ログラフ
ログ材加工＝シー・エス・ランバー
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キッチンも設置。いずれは近隣の子どもに食事を提供する
「子ども食堂」ができたらと村山さんは話す

店舗なので、管理のしやすさを考えて薪ストーブではなくさ
いかい産業のペレットストーブをチョイス。着火や消火作
業が簡単で、燃料のペレットも自動で投入される

併設した訪問看護ステーションのスタッフさんと。
医療関係は働く側のストレスも大きいので、職
員もリラックスできる場所を目指した

室内の壁は木の表情が見えるよう無塗装にした
が、外は壁を守るためにティックリラを塗った

問い合わせ

㈱ログラフ
☎026-255-2927
http://lograf.jp/
〒389-1303
長野県上水内郡信濃町野尻2180-11

ログラフ　名古屋北オフィス
☎0568-65-8031
〒485-0025
愛知県小牧市春日寺3-203-1F

㈱シー・エス・ランバー
☎043-213-8810
https://www.c-s-lumber.co.jp/
〒262-0033
千葉県千葉市花見川区幕張本郷1-16-3

●使用目的＝店舗●所在地＝長野県上水内郡
信濃町●敷地面積＝863.2㎡●延べ床面積＝
80.9㎡［1階＝80.9㎡／デッキ・ベランダ等＝
17.0㎡］●着工日＝2018年7月●完成日＝
2018年10月●構法＝丸太組み構法（スクエア
ノッチ）●使用ログ材＝スギ（サイズ＝11.2×
19.0㎝）●基礎＝ベタ基礎●外部仕上げ［屋根
材＝ガルバリウム鋼板／建具＝木製ドア、木＋ア
ルミ製ペアガラス・サッシ／塗料＝ティックリラ（2
回塗り）］●内部仕上げ［天井材＝パイン、床材
＝カバ／無塗装●総工費＝0000万円＋税／仮
設工事費＝786万円、基礎工事費＝143万円、
ログ材料費＝550万円、組み上げ・大工工事費
＝176万円、屋根・板金工事費＝93万円、左官・
塗装工事費＝9万円、設備工事費＝318万円●
設計・施工＝㈱ログラフ●ログ材仕入れ＝㈱ロ
グスペック●ログ材加工＝㈱シー・エス・ランバー

Loghouse Data

担当者に聞いた
家 づ く り の 要 点

　40年にわたりログハウスを手がけてきま
したが、かねてからお施主様や現場の要望
を素早く反映させることができる国内加工
のログハウスができないかと考えていました。
それが今回、シー・エス・ランバーさんの協
力をいただき実現しました。国産材を国内
でログ材に加工できれば、工期が短くでき
ますし、輸送コストが抑えられ、より安くロ
グハウスを提供できるようになります。また、
日本の荒れた森の再生にもつながります。
国産材を使うというと純和風な家が多いで
すが、このようにモダンで洋風な建築がで
きるということも知っていただきたいですね。

ログラフ
松田重信さん

国内でログ材の加工ができれば、
ログハウスの可能性がもっと広がる

人の出入りがある店舗正面に雪が落ちると危険な
ので、後方に雪を落とす片流れ屋根とした。雪の
重さを考え、垂木は通常より太いものを使用
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